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茅ヶ崎市スポーツアンバサダーの取り組みについて 

 茅ヶ崎市は、世界を舞台に活躍する本市ゆかりのアスリートと「スポーツ振興に関する協定（通称、スポ

ーツアンバサダー協定）」を結び、競技の普及振興に加え、街の魅力や地域活性化に向けた取り組みを行

っております。 

現在まで６名のアスリートとスポーツアンバサダー協定を締結し、アンバサダーと連携した取り組みを

行っております。この度、令和８年度から実施している取り組みをご紹介します。 

１ スポーツアンバサダー取り組み概要 

①ＢＭＸ LIVE SESSION（内藤寧々選手）

（１）内   容  市内小中学校の子どもたちへ、ＢＭＸの面白さ、かっこいいライダーの姿（ヘルメッ

ト着用など）、目標を持つことの大切さを伝える特別授業。

   多くの国内外の大会に出場するＢＭＸライダー内藤寧々選手が特別講師として参加

します。 

（２）場   所  市内小中学校体育館 

（３）日   時  令和8年5月7日（木） 小出小学校 ※実施済み 

②ＯＣＥＡＮ ＨＥＲＯ Ａcademy（浜地沙羅選手）

（１）内   容  水辺の事故防止に向けて、海岸利用のための基礎知識と緊急時の対応を学ぶため 

の講座。第１回は海岸利用の知識やレスキュー法を学び、第２回はプールでの着衣

水泳等の実践を行います。ライフセービングの全国・世界大会に出場している浜地

選手から、知識と技術を学びます。 

（２）場   所  第１回 南湖公民館（茅ヶ崎市南湖 6－15－1） 

第２回 ＴＡＣ茅ヶ崎屋内温水プール（茅ヶ崎市萩園８２０） 

（3）日   時  第１回 令和８年５月１０日（日） １０:00～１２:00 ※実施済み 

第２回 令和８年６月２８日（日） 10:00～11:30 

③ＣＲＯＳＳ in the ＰＯＯＬ（田中映伍選手）

（１）内   容  見えない世界の体験から見えてくる世界をテーマにし、障がいへの理解を深める体

験型の講座。視界が見えないブラックゴーグルを使って真っ暗な状態で水の中に入

り、浮く・沈む・泳ぐといった活動を行います。泳力に差があっても友だちと一緒に

活動を楽しみながら、対話や共感を通じて障がいへの理解を深める講座です。パラ

水泳選手である田中映伍選手が特別講師として参加します。 

（２）場   所  ＴＡＣ茅ヶ崎屋内温水プール（茅ヶ崎市萩園８２０） 

（３）日   時  令和８年７月26日（日） １部 １３:30～14:30 2部 14:40～15:40 
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2 選手ご紹介 

 

内藤寧々選手 

  

 

浜地沙羅選手 

 

 

田中映伍選手 

  

 

3 取材希望の場合 

 本件のお問い合わせおよび取材希望については、スポーツ推進課（0467－81－7149）（直通）へご

連絡下さい。 

 
2004 年 5 月 19 日生まれ 茅ヶ崎出身 

東海岸小・第一中卒業 

幼い頃からサーフィン、サッカー、スケートボードなどのスポ

ーツに取り組み、水泳は 4 歳の時から始める。リオデジャネイ

ロ 2016 パラリンピック競技大会で、自身と同じ両上肢欠損の

選手が出場している姿を見て、本格的にパラ水泳を始める。 

パリ 2024 パラリンピック競技大会へ出場し、入賞。 

現在は 5 種目の日本新記録を持つ。 

 
2006 年 1 月 31 日生まれ 茅ヶ崎育ち 

松浪小・浜須賀中卒業 

小学校６年生の夏に BMX に出会う。 

それ以降、「マイナビ Japan」など国内大会で優勝。 

また「UCI BMX Free Style World Cup」など国際大会に出場。 

2025 年には、エクストリームスポーツの世界最高峰の大会

「XGames」に日本女子 BMX ライダーとして初出場(６位入賞)。 

現在は、BMX の国際大会に出場している。 

2005 年 8 月 4 日生まれ 茅ヶ崎出身 

汐見台小・松浪中卒業 

６歳でライフセービングを始める。 

西浜ライフセービングクラブに所属し、藤沢地域の海水浴場の

監視活動などを行っている。大学では、国内の水難事故をなく

すため、学校向けの水辺の防災教育を研究する傍ら、所属のク

ラブで子どもたちを対象に水辺教育の活動をしている。 

選手としては、第 14 期ハイパフォーマンスチームの強化指定

選手として国内・世界大会に出場している。 


